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 手話パフォーマンス甲子園実行委員会企画推進会議 
（平成２９年度第２回） 

 

日時：平成２９年８月２１日（月）午後３時～４時１５分 

場所：鳥取県庁 特別会議室（議会棟３階） 

 

 

１ 開 会 

 

○司会（障がい福祉課 竹ノ内） 

 それでは定刻になりましたので、ただいまから「手話パフォーマンス甲子園実行委員会

企画推進会議」の平成２９年度第２回目の会議を開催します。本日はお忙しいところ、本

会議にご出席くださりありがとうございます。私は、本日の進行を進めます鳥取県障がい

福祉課の竹ノ内と申します。どうぞよろしくお願いします。それでは、まず開会に当たり

まして、本会議の委員長であります鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局長の宮本から、皆

様にごあいさつ申しあげます。 

 

２ 委員長あいさつ 

 

○宮本委員長（ささえあい福祉局長） 

 皆さん、本日はお忙しいところ、また大変お暑いところ、ご出席いただきましてありが

とうございます。皆が楽しみにしている手話パフォーマンス甲子園の第４回目に大会に向

けて、いよいよ手続きが進行し始めました。先日、本大会に出場する２０校の選出が滞り

なく完了したところであります。これで役者は揃ったわけでありまして、あとは私たちに

よる企画運営に係っているわけであります。大変暑い折ではありますけれども、これから

皆さん、また熱いご議論をいただきたいと思っております。前回この会議では、大変多く

のご意見あるいはご質問をいただきました。第４回目なのに、ご意見をいただいたのか、

第４回目だからいろいろ見えてくるところがあって、ご意見をいただけたのか、いずれに

しろ皆さんからたくさんご意見をいただいて、調整を重ねていくことで、おそらくは理想

のかたちに近づいていくのかなあと思います。本日も前回と同じように、ご議論をいただ

きたいと思います。１０月１日の本番に向けて、今回が皆さんと対面で一同に介して議論

できる最後のチャンスということになりますので、ぜひ、ご意見お気づきの点があればご

指摘いただけたらと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○司会（障がい福祉課 竹ノ内） 

 次に、委員の皆さまのご紹介ですが、本来でしたら本日ご出席いただいております皆様

全員をご紹介させていただくところではありますけれども、時間の都合もありますので、

まことに恐縮ではございますが、お手元の出席者名簿をもって、ご紹介にかえさせていた

だきます。なお、本日、佐伯委員さんにおかれましては用務によりご欠席となっておりま

す。また本日は、県外より筑波技術大学の教授でいらっしゃいます大杉委員様、日本ろう

あ連盟で青年部長を務めておられます廣田委員様にお越しいただきました。遠方よりお越

しくださりありがとうございます。また、大会運営のパートナーでありますＭ＆Ｍ.co さ

んに今回も会議のオブザーバーとして参加していただいております。よろしくお願いしま

す。 
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 これより、議事に進みたいと思いますが、その前にご発言される際にお願いがございま

す。ご発言いただく際にはまず手を挙げて、お名前を述べていただいた後、ゆっくりお話

しくださいますようお願いいたします。それでは、これより議事に入らせていただきます。

これから先は、実行委員会実施運営要綱に基づき、宮本委員長に議長をお願いします。そ

れでは宮本委員長、議事の進行をお願いします。 

 

３ 報告事項 

 

○宮本委員長 

 それでは、次第に従って運営を進めていきましょう。報告事項から入ります。資料の１

ですね。では、事務局から説明をお願いします。 

 

（１）第４回全国高校生手話パフォーマンス甲子園予選審査結果について（資料１） 

○明場（実行委員会事務局長） 

 資料１をご覧ください。第４回手話パフォーマンス甲子園本大会出場チーム一覧です。

予選審査会につきまして、簡単にご説明しておきますと、８月２日に県庁の特別会議室の

ほうで開催しました。３日に結果を発表したというところでございます。審査員は、庄﨑

審査員長をはじめ、ろう者が２名、聞こえる人が２名、計４名で行ったというところでご

ざいます。各チームから提出を受けた３分以内の動画をもとにして審査を行い、５４チー

ムから２０チームに絞ったというところでございます。その結果が資料１のほうの２０チ

ームという状況でございます。選出方法につきましては、一番上に地方ブロックが掲げら

れてございます。これは、全国を北海道とか関東とかの六つの地方ブロックに分けまして、

それぞれのブロックごとに上位２チームをまず選出して、１２チームを決めます。そして

そのチームを除いたところで、今度は点が上位のほうから７チームを選んだのが、２番目

の出場チームということで、最後に開催地枠ということで、鳥取県チームで一番点が高か

ったチームということで選んでおります。これで２０チームを選んだということでござい

ます。そして、大会の演技順につきましては、抽選を行いましてそこに書いてあるとおり

の順番となっております。ちなみに本県からは、地方ブロック枠で鳥取城北高校、開催地

枠で境港総合技術高等学校が選出されているところでございます。 

 次に資料の１の１、これが、そのときの審査結果ということでございます。詳細につい

てはご覧くださいということで、説明までは行いません。この印刷された資料は非公開

（取扱注意）ということですので、よろしくお願いします。 

 続きまして、資料１の２ということでございます。そのときの審査員の皆様の公表とい

うことでまとめたものでございます。これについても説明まではいたしませんが、これも

非公開ということで取扱注意とさせていただいておりますので、よろしくお願いいたしま

す。以上です。 

 

○宮本委員長 

 今の報告事項につきまして、こういう結果になりましたということです。結果について

疑義を言ってもらっても困るんで、これは報告事項なんですけど、今回、手続きとか、内

容とかでご質問があれば、承りますが、よろしいですね。 
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４ 議 題 

 

（１）議案第１号：第４回全国高校生手話パフォーマンス甲子園実施計画について 

（資料２） 

○宮本委員長 

 それでは、次第に従って次の議題に移りましょう。議案の第１号、実施計画について、

資料の２ですね。ご説明をお願いします。 

 

○明場（実行委員会事務局長） 

 では、資料の２について、説明をさせていただきます。実施計画書ということでござい

ます。前回の１回目のときにも同じような計画書を見ていただいているところなんですが、

その後、前回の意見を反映したところ等もございます。資料の中に「参考（資料２）」と

いうところ、こういうペーパーが付いていると思います。よろしいでしょうか？前回の企

画推進会議のほうで、皆様方からいただきました意見について、これは採用ということで

整理をしております。逐一説明まではいたしませんが、それを踏まえて、この実施計画書

のほうに反映しているところでございます。そういったところで、前回から変更のあった

点を中心に説明させていただきます。まず２頁のところでございます。交流会の日時、場

所ということなんですが、交流会の時間ですね。９月３０日１８時１０分からとしていた

ところなんですが、１８時からというご意見を踏まえまして１８時から開始することにし

ます。そして三番目の出場チームのところです。前回ちょっと記載していなかったんです

けども、予選審査会ですけども、予選審査会を８月２日から３日に県庁で開催したという

ことが記載してございます。それから六番目のところですね。表彰のところでございます

が、全日本ろうあ連盟賞と日本財団賞のところで、前回の会議でご意見をいただきました

（３頁）。この件につきまして、参考資料２に考え方を付けております。その中で、実は

昨年度第４回の２月２０日に行われました第４回の企画推進会議において、たとえば、例

示させていただいたような内容でご提示させていただいて、一応ご議論いただいたという

ことで、そのときは意見がなかったものですから、こちらとしましてもご了解いただいた

ということで関係団体と調整に入っていたという事情がございます。そして前回のご意見

の中で、全日本ろうあ連盟賞、日本財団賞、鳥取県聴覚障害者協会賞がいいんじゃないか

というご意見をいただいたところではあるんですけども、それぞれの団体とも調整をして

きてということもございまして、いただいた意見につきましては今後の課題とさせていた

だきまして、今回は当初こちらが想定していたとおりの日本ろうあ連盟賞は、基本的には

特別支援学校を対象としたもの、そして日本財団賞のほうを特別支援学校ではない学校を

対象としたものという整理をさせていただけたらというふうに考えてございます。という

ところで前回の意見を踏まえて、そういったかたちで今回はやらせていただきたいという

ことをよろしくお願いしたいと思います。 

 では４頁について、７番の出演者のところでございます。その中の総合司会ということ

で１名、ＮＨＫ鳥取放送局の近藤泰郎アナウンサーということでご承諾をいただきました

ので、近藤さんのほうにお願いしたいと考えております。今までは大木アナウンサーに総

合司会を担当していただいていたんですけれども、今年度は近藤泰郎アナウンサーのほう

にお願いしたいというふうに考えております。その後に審査員６名を記載しておりますが

前回と変更はございません。 

 次に資料の６頁をご覧ください。ゲストパフォーマーは変りございませんが、スペシャ

ルサポーターということでございまして、山根千佳さんという方をスペシャルサポーター

としてお願いしようかと考えております。元々、審査員の選出過程で、ちょっとホリプロ
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さんというプロダクションとやり取りをしている中で、いろんな芸能人の方とかございま

して、今後のつながりということもございまして、関係を作っておくということも一つの

手だなということを申しあげました。それから、あとは大会のイベントを盛り上げるとい

う意味合いも込めまして、そういう話をしていたときに、山根千佳さんといわれる鳥取県

出身のタレントの方がおられまして、NHK の「ガッテン」の準レギュラーということで、

テレビに割とよく出ておられる方ですけども、この山根千佳さんをスペシャルサポーター

として、今回の大会に出演いただくということで考えたいと思っております。具体的に何

をするかという辺りにつきましては、これからまた M&M さんと詰めるところがございます

けれども、インパクトのある手話教室みたいなかたちで、出演司会者と一緒にやってみる

みたいなところで考えたらどうかというようなところで考えようと思います。 

 今までのところで、何かご質問等ございましたら。 

 

○宮本委員長 

 前回宿題になっていることはこれで、その宿題返しがこの点であるということを。質問

をなさった方、これでよろしいですか？ 

 

○国広委員 

 資料の６頁、スペシャルサポーターについてもう少し具体的なお話を聞く機会というの

はあるのでしょうか。たとえば何をするかによって、そこに情報保障関係で、手話通訳が

いるとかいらないとか、概要が分かるのはいつごろになるか、お考えを聞きたいと思いま

す。 

 

○明場（実行委員会事務局長） 

 はい、いただきましたご意見なんですが、実質的なものをなるべく早く、推進会議はこ

の場が最後になりますので、あとは個別に各委員さんに、内容が固まり次第情報提供させ

ていただくというかたちで進めたいと思います。時期的にはできるだけ早くというふうに

考えています。 

 

○大杉委員 

 資料２参考別紙 1頁のところですけれども、内容については今回、とくに問題はないと

は思うのですけども、言葉の使い方について、特別支援学校の隣に普通校というふうに書

いてありますけれども、普通校という言い方、それが正しいのかどうか、とくに教育委員

会の専門の方もいらっしゃいますので、どういう言葉が適切なのか、私のほうも一般校と

かそう言い方をすることを確認していますが、普通という言い方が適切かどうか、今後文

書の中に言葉としてどういうふうに載せていくかということにも関わってきますので、教

育委員会のほうでも教えていただけますでしょうか。 

 

○寺谷委員 

 改めて、内部で確認します。 

 

○大杉委員 

 分かりました。 

○明場（実行委員会事務局長） 

 それでは、７頁以降を改めてご説明させていただきます。８、交流会のところでござい

ます。これはとくに変りはございません。時間のところだけです。資料をめくっていただ
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きまして、８頁のところでございます。９、本大会というところでございます。中身的に

は変らないところでございますが、先程もちょっとお話をしたんですが、１５時３０分か

ら１６時１０分、ゲストパフォーマンスのところですね。手話教室ということで、演技司

会者、山根千佳さんということで書いてございますが、この辺りにつきまして、またご意

見いただきましたとおり、細かいところを詰めて、なるべく早くご提示さしていただくと

いうふうに考えております。続きまして、資料の９のところでございます。大会の観覧は

とくに注記はございません。催し等のところの上から三つ目のところですね。前回の推進

会議の中でも、ご意見がいただけたんですけども、高校生の実習製品等の販売ブースの展

示という方向で考えてございます。内容は、高校生による実習製品等の販売というところ

でございます。 

 続きまして、１０頁のところはとくに変りはございません。１１頁のところです。１３

番、本大会審査実施要領というところでございます。これにつきましては、毎年実施要綱

を作っているところですけれども、これにつきまして今年度版ということで作らせていた

だいております。これにつきましては、基本的には毎年同じところなんですが、変わった

ところを説明させていただきますと、４番のところですね。演技時間等ということで、演

技時間を６分以上８分以内と変えているところを反映しています。それから４の（３）の

ところ、各チームの演技時間については、主催者が計測した時間とするということで今ま

できてたんですけれども、ここに追加しまして、但書を追加しております。「演技時間の

開始及び終了のタイミングは（２）に基いて主催者が判断することということで、この辺

はちょっと曖昧なところをきちっとしておこうというところの配慮でございます。そして、

（４）のところですけれども、■の枠の中ですね。「６分経過、残り２分前」（上から２

番目、緑色のところ）、今までは７分経過、残り１分のところでやっていたんですけれど

も、そこを「６分以上」というふうにしたところでございまして修正しております。 

 次に資料１２頁をご覧ください。５の（３）のところです。その表の中の下から四つ目

のところですけれども、定められた演技時間の下限に達しなかった場合というのを、今回

あらたに加えてございます。これを１０点減点ということでございます。それと、下から

２番目のところですね。そのた定められたルールに反した場合「※」というふうに書いて

ございます。これにつきまして、その下の欄外のところに「※」というということで、そ

の定められたルールに反した場合ということが、下のほうにそれぞれ黒ポツで三つ程書い

てございます。これ元々表の中に入っていたものを外に出して、ちょっと体裁整えたとい

うふうなところでございます。実質的にはその辺りは変ってないところでございます。 

 それから、資料１３頁をご覧ください。６番のところですね。優勝チームの決定の方法

というところで、（２）審査得点が同点となり、順位を審査得点で決められない場合の順

位についての基準を明確化したというところでございます。まず、手話の正確性・分かり

やすさの審査項目の高いチームをまず上位とします。そして、もしこれが同点の場合であ

りましたら、審査員の多数決で上位チームを決定する。それでも決まらないときは、最終

的には審査委員長が順位を決定するというかたちでルール化したというところでございま

す。そして、（６）のところ、鳥取県聴覚者協会賞について、理事長が決定する。そして、

カッコの中ですね。「梨花賞を授与する」というところを追加して記載をしております。 

 １０頁でございます。本大会に出場するチームの一覧を出場する順に提示してございま

す。午前中の部が１４頁、午後の部が１５頁というところでございます。中身につきまし

ては説明いたしませんが、こういったかたちで２０チームの出場ということになっており

ます。 
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 最後に１６頁をご覧ください。こちらのほう、とくに改正点はございません。予選参加

チーム、５４チームということでございまして、それを掲げているところでございます。

それでは、事務局からの説明は以上です。 

 

○宮本委員長 

 では、これまでの事務局側が作成した資料の説明につきまして、ご質問、ご意見がござ

いましたら、お願いします。これから１７頁以降は今後、説明がありますので、今までの

ざっとした流れについて、ありましたら。 

 

○田中委員 

 ９頁の催し等のところなんですけども、高校生の販売ブース、これは実際にどこの学校

に打診というか、聞かれて決定した学校があるのかどうかという辺りがお聞きしたいのと、

１２頁の一番下のほうなんですけども、舞台上の定められたエリア以外で、演技を続けた

場合に減点、というところがあるんですけど、この定められたエリアというのは、高校生

に分かるように、もう提示がしてあるのか、定められたエリアというのはどこからどこの

範囲なのかという辺りを教えてください。 

 

○事務局 

 まず一つ、高校生の販売ブースということで、県内のすべての学校、県立学校・私立学

校すべてにご案内させていただきました。回答期限は今月末になっております。今、山根

校長先生（委員）がご尽力いただいています境港総合技術高等学校さんが、実習製品の販

売をしたいということで、手を挙げていただきまして、こちらのほうはぜひお願いしたい

と思っております。次に定められたエリアですが、開催要綱のほうに、横１０m、縦５m

とエリア区域を書いております。当日そこにラインを入れます。そのエリアの中で演技を

していただくということで、そこのエリアを著しく越えて演技するというようなことがあ

れば、それは問題だということで減点を定めております。 

 

○廣田委員 

 今回ちょっとどの部分になるのか分かりませんけれど、ちょっとお願いしたいことがあ

ります。全日本ろうあ連盟として、筑波技術大学の大杉先生に協力をいただきまして、こ

ちらのマークになりますが、（情報保障ができることを示す）マークを作りました。情報

保障ができるということで、この大会でも使う意義があると思っています。たとえば、タ

クシー業界さんはプレートに貼っております。大会でもこの情報保障のマーク「筆談で対

応できますとか、手話で対応できます。」そういったマークを着けるということをお願い

したいなあと思います。たとえば、このマークを見て会場近くのお店でも筆談対応できま

すよとかいうことも分かりますし、地域の中でそういうマークを広めていただければ、大

会の盛り上げの一躍にもなるのではないかと思います。いかがでしょうか、お願いという

ことで。細かいことについては、鳥取県聴覚障害者協会さんに相談していただいて、具体

的に進められてはと思いますが、いかがでしょうか。 

 

○明場（実行委員会事務局長） 

 おっしゃるとおり、鳥取県聴覚者障害者協会さんのほうと、また連携を図りながら、ま

た m&M さんのほうと連携を取りながら進めて参りたいと思っております。 
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○戸羽委員 

 明場さん、ちょっと確認をさせてください。通訳を介してではありますが、聴覚者障害

者協会と言っておられますが、聴覚者障害者協会ではなくて、私どもの正式名称は聴覚障

害者協会でございますので、よろしくお願いいたします。聴覚者障がい者とおっしゃって

おられまね、ずっと。 

 

○大杉委員 

 大杉です。では、聴覚障害者協会の名前が入っているユニフォームを差し上げてはどう

でしょうか（笑） 

 

○明場（実行委員会事務局長） 

 失礼しました。以後気をつけます。 

 

○国広委員 

 １１頁、７分３０秒経過で、残り３０秒前で黄色、８分経過をしたら赤ということです

が、「もう８分ですよ」というきちっとした時間というのは、どの時点で分かるのでしょ

うか。たとえば、赤になって赤点滅で超過をした状態というのを表示するのか、これだと

８分というきちっとした時間が分かりにくいので、どのように分かるように表示されるの

かお聞きしたいと思います。もう一つ、同じページで、４の（６）です。音声通訳を行う

ということで、この音声通訳というのは誰でもいいんでしょうか。たとえば、教師が主体

とか、とくに制限というのは考えていらっしゃるんでしょうか。 

 

○事務局 

 カラー表示の点ですね。８分は赤に変わったら８分ということで、赤に変わったら減点

ということで思っていただければいいと思います。８分までなので、８分になったら赤に

変えます。そしたら減点。なので、ある意味７分３０秒からリミットが係ると考えてもら

ったほうがいいのかなと思います。残り３０秒ですよとで、８分超えたら赤に変わると。 

 

○国広委員 

 ８分ちょうどで終ったら大丈夫ということですね。８分以内という言葉を厳密に取れば、

８分０１になったら、もうだめだと。その辺のところの細かいルールというものをつくっ

ていらっしゃるのかをお聞きしたいです。 

 

○事務局 

 細かい部分については、主催者判断というふうに記載させていただいたので、８．０何

秒とか、そういった議論を今するつもりはないんですけども、「ありがとうございまし

た」というところで、終りの合図が続けばそれで終りですし、８分超過ですので、厳密に

いうと８．００で、８．０１とか理論的にはあって、減点になります。ただもう終りであ

れば、そこはどこまで厳密にやるのがいいのかという点もあるので、そこは主催者がきっ

ちり判断するというところで、併せて（実施要領に）表記させていただきました。もう一

つですね。音声通訳の部分ですね。４の（６）障がい等により演技を行う際に補助が必要

な場合に舞台下または袖から補助動作を行うことは認めるいわゆる、学校引率者または演

技補助を行う生徒、いずれかを考えておりまして、チームメンバーの中で演者以外の人が

行っていただく（引率者又は演者ではない生徒）というような整理としています。 
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○森原委員 

 国広さんと同じく１１頁の演技時間を示すライトなんですけれども、第３回の大会が終

った後のこの会議で、緑と黄色がちょっと見にくかったという意見をいただいたんですけ

ども、なにか改善されましたでしょうか。ちょっと緑が黄緑っぽかったので、黄色とちょ

っと分かりにくいのを感じられたんですけども。 

 

○明場（実行委員会事務局長） 

 その部分については、今後、対応を検討したいと思います。 

 

○宮本委員長 

 では、今回も企画運営をしていただいている、Ｍ＆Ｍさんのほうから、１７頁以降の説

明をお願いします。 

 

○本山（Ｍ＆Ｍ） 

 では、１７頁以降から、重複するところもありますけれども、説明させていただきます。

１８頁目をご覧ください。大きな部分だけご説明させていただきます。今回本部の中に情

報コーディネートチームというものを新たに設けさせていただきました。目的としては、

情報保障の部分というのをもっと中心にしていこうということで、情報保障コーディネー

トチームというものを入れております。具体的な中での図式を入れておりますけれども、

基本的に運営のスタッフとしては、進行班、審査委員班、出演者班、会場班、総合案内班

等に分かれるんですけども、それぞれの班ごとに何か問題があったり、トラブルがあった

場合、その情報というのはこの本部の情報保障コーディネートチームのほうに上げられま

して、そこで問題を解決して各班のほうに下ろしていくというのが、大きな情報保障コー

ディネートチームの役割になって参ります。 

 続きまして２０頁をご覧ください。ボランティア計画についてでございます。今ご覧の

３６名という役割を各高校のほうに打診をしておりまして、８月３１日を締切というかた

ちで、今回答を待っている状態です。 

 続きまして２１頁目、交流会です。こちらはちょっと実施計画書の７頁目ですね。スペ

ースの関係で重複しておりますけれども、７頁目に進行表というかたちで、式次第のほう

を７頁目に記載をしております。過去の大会から、交流の時間をもっと設けてほしいとい

うところが要望としてございましたので、今回交流の時間を多めに取っております。続き

まして２２頁目、２３頁目、会場図のほうをご覧ください。こちらも大きな変更点はない

んですけども、２３頁目ですね。まず、ウェルカムステージを８時半から９時、１２時か

ら１２時４５分というかたちで、２回ウェルカムステージというかたちで来場者のおもて

なしをしようと考えております。こちらは今回鳥取市で開催ということもございまして、

鳥取市の郷土芸能「しゃんしゃん祭」を行う予定にしております。先般お盆にしゃんしゃ

ん祭が行われまして、グランプリの百花繚乱というチームに出演をしていただいて、郷土

芸能ステージを３０分程行うようにしております。続きまして、会場イベントの具体的な

ところになりますけれども、２５頁目をご覧ください。９月３０日と１０月１日の２日間

の両日、手話カフェと鳥取ろう学校の写真展を開催する計画を進めております。続きまし

て２６頁目、座席計画についてご説明をさせていただきます。２階席を出場チームの座席

というかたちにさせていただきまして、基本的には１階席が９００席余りが一般席が入る

スペースというかたちで今計画をしております。ただハートフルと合わせまして、約１１

５０席余りが入場可能の席というかたちでございます。一応３階席は当面クローズという

かたちにはしておりますけれども、もし来場者の数に応じて３階席も解放にして最大で１



- 9 - 

 

５００人ぐらい入るかたちの計画にしております。続きまして最後に２７頁目と２８頁目、

こちらはモニターの運用計画を掲載しております。２８頁目に式典、インタビュー時、パ

フォーマンス時というかたちで、モニターに出す部分を提示させていただいています。先

程情報保障コーディネーターというチームを作ると言いましたけれども、この映像を出す

場所のほうにも情報保障コーディネーターの方に１名付いていただいて、その方と一緒に

必要な情報を随時出していくという計画にしております。基本的なパターンとしては左側

に舞台映像、右側に手話通訳、下に要約筆記というのが基本画面なんですけども、これは

場面場面に応じて必要な情報を随時出していこうというかたちに考えております。小ホー

ルのサテライトについても説明をさせていただきます。基本的にこちらは、ライブ映像と

手話通訳と下の要約筆記というかたちのものが出てくるんですけれども、サテライト会場

のほうには手話通訳付きません。なぜならモニター上に手話通訳が既に入っている状態で

すので基本的には付きません。ただ、有事のときなどに対応するために、左右に手話通訳

スタッフを配置しております。あと一点、次のページが手話通訳者の立ち位置とか、可成

り細かい話になってくるんですけども、こちらの書類には書いていないんですけども、大

きな変更点だけちょっとご説明をさせてください。３０・３１頁目をご覧ください。ちょ

っと口頭で申しわけないですけども、ステージの上にろう者の方がいらっしゃるというシ

ーンがあります。とくに表彰式とかというかたちで、昨年もご指摘があったんですけども、

昨年ろう者の方がたくさん並んでおられて、前側で手話通訳はしているんですけども手話

通訳の様子が見えないというご指摘がございました。今回表彰式の際に関しては、手話通

訳者をステージの上に６０cm 程の台がくるので、その上に立っていただいて手話通訳を

していただくというような予定にしております。それによって後側のろう者の人たちにも

手話通訳が見えるというようなかたちにしていきたいと思っております。もう一点ですが、

こちらのほうも気にかかっていて、今回はテストケースなんですけども、筑波大学の協力

によりまして、タブレットを使って要約筆記の画面を表示するというシステムを今作って

おります。それを当日、交流会の会場と本大会の両日、タブレットを１０台ご用意しまし

て、来場者のにお配りして見ていただこうというようなかたちの計画もしております。ざ

っとした説明でしたが、細かいところは、ようやく出場校が決まったところですので、こ

れから具体的に内容のほうは詰めていくことになりますので、とりあえずは以上です。 

 

○宮本委員長 

 ただいまの説明で、ご質問がございましたら。 

 

○国広委員 

 １７頁の応援サポーターというのは、あくまでもウェブ映像のみでしょうか。この方々

はどういう役割で、どのような形で出られるのかということをお聞きしたいと思います。 

 

 

 

○福井（Ｍ＆Ｍ） 

 １７頁の応援サポーターについてですけども、先程この会が始まる前に流させておいて

もらいましたウェブでの広報用の映像ということで、基本的にはウェブの映像というもの

と、本大会のアナウンスなど他と書いてあるんですが、これについてはスペシャルサポー

ター山根さんもいらっしゃるので、ちょっとそこの役割はあらためて事務局のほうと協議

したいと考えております。 
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○田中委員 

 先程、タブレットについての説明があったんですけども、当日も参加校に使ってもらう

というお話でしたけれども、当日の使い方のイメージをちょっと教えてください。 

 

○本山（Ｍ＆Ｍ） 

 出場校については、今ヒアリングを行っているところでございます。出場校で必要な高

校があれば貸し出しをするかたちで、あくまで来場者用ということで想定をしております。

総合案内のところで、必要な方がいらっしゃいましたら配りたいなというかたちで考えて

おります。 

 

○田中委員 

 来場者に出すとなると、ちゃんと返ってくるのかどうかというのも心配だと思いますし、

その辺はどうなんでしょうか。 

 

○本山（Ｍ＆Ｍ） 

 これは、音声ガイドというかたちで FM ラジオの貸し出しもございます。それと同じよ

うに考えておりまして、名前をご記入いただいて、貸し出しをすることを想定しておりま

す。 

 

○戸羽委員 

 確認をしたいことがあります。２６頁、１階は一般席、２階は出場チーム、３階は一般

席ということで、３階は、最初はクローズしているという話でした１階が一杯になった状

況を見て、３階をオープンするということだと思うんですけども、サテライト会場もござ

います。１階が満席の場合、次はサテライト会場にご案内ではなくて、まずは本会場の３

階にご案内をするという考え方でよろしかったでしょうか。ただ、３階のクローズの理由

としては、スクリーンのほうが見えにくいということで、お客様にはちょっとということ

で最初はクローズというふうに思っていますけれども、考えを聞かせてください。 

 

○本山（Ｍ＆Ｍ） 

 ご指摘いただいたとおりです。委員のほうにも見ていただきますが、３階席からは角度

がございまして、モニターのスクリーンが見えないわけじゃないけど、見にくいという問

題もございます。今考えているのは、１階席が満席になれば３階をオープンしようと思っ

ていますので、ではサテライトの位置づけはなんなのかということになると思うんですけ

ども、中には会場には入らずに休憩をしたいという方もたくさんいらっしゃると思います

ので、サテライト会場は自由に使っていただくスペースというかたちで位置づけておりま

す。 

 

 

○森原委員 

 ２０頁の高校生ボランティアについてですけれども、締め切りまでまだ１０日あるんで

すけども、現在回答待っている状況ですとお話があったんですけども、現時点で申込みの

ほうはあったかどうか、もし分かれば教えてください。 

 

○事務局 
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 教育委員会さんと、私立学校の担当課さんのほうにもご協力をお願いしていて、期限ま

でに申込みいただけるように、随時、高校にも案内と呼びかけを行っていきたいなと思っ

ています。今、夏休みの真っ最中で、これから高校の方も具体的に動くのかなあというふ

うに思っていて、今の段階で急かすのはどうか（高校側の心証を損なうおそれ）とも思っ

ているので、今後の状況を見ながらと思っています。 

 

○田中委員 

 高校生ボランティアに関係するんですけども、もしも高校生ボランティアが集まらなか

った場合には、手話スタッフの数が増えるんでしょうか。 

 

○本山（Ｍ＆Ｍ） 

 それはございません。高校生ボランティアというのは、あくまで目的としては、学校と

の交流を目的にしておりまして、このスタッフが関わる必要というところではなくて、お

手伝いしていただくというところでございますので。 

 

○宮本委員長 

 これで、ひととおり終りましたが、他になにかございますか。 

 

○森原委員 

 議題とは直接関係はないんですが、新聞にも手話パフォーマンスのキャラクターが載っ

たんですが、I love you の指が６本になっているんですけども、これはなにか間違いな

のか、あえてこうしてあるのか、ちょっと不気味だなあと思ったんですけど。 

 

○戸羽委員 

 はい。監修をしたのは私です。イラストがありますか？通常でしたら人間は指が５本の

方がほぼだと思いますけれど、監修したら指が６本ありました。申し訳ございません。 

 

○小澤（障がい福祉課長） 

 ご指摘いただきまして、このデザイン自体を作らせていただいたのは県のほうでござい

ますので、監修のほうは鳥取県聴覚障害者協会さんのほうでしていただきましたけれども、

責任のほうは県のほうにあります。申し訳ございません。もし訂正が間に合えば訂正した

いと思いますので、ご指摘いただきありがとうございます。 

 

○戸羽委員 

 大変申し訳ありませんでした。監修のミスもあります。 

 

○国広委員 

 前回にも言ったような気がするのですが、ボランティア説明会と合わせて、手話スタッ

フの方々の説明会も計画をお願いしたいという要望です。それと、もう一つの要望は、情

報保障に係る手話通訳者、手話スタッフも関係するかもしれませんが、情報保障関係の立

ち位置など、実際現場でやってみないと分からない部分というのがあると思うので、リハ

ーサルをお願いしたいと思います。 

 

○宮本委員長 

 Ｍ＆Ｍさん。 



- 12 - 

 

 

○本山（Ｍ＆Ｍ） 

 はい、説明会のほうに関しては、ここに記載はしていないんですけども、また９月の中

旬ごろに毎年行っておりますように、計画はしております。あと、リハーサルの手順です

よね。ちょっと一度検討させていただいてもよろしいでしょうか。３５頁に全体のリハー

サル計画というものをまとめております。ちょっとこれも各学校に打診をしているところ

で最終的ではないんですけども、リハーサルの計画をしております。見ていただいたら分

かると思うんですけども、６時から交流会があるというかたちに考えていきますと、リハ

ーサルをする時間というものが取れてないというのが現実でございます。ただ、ご指摘い

ただいたとおり、リハーサルがあったほうが間違いなくいいと思っていますので、それも

含めて調整をさせていただければなというかたちには思っています。 

 

○田中委員 

 ２０頁の手話スタッフについてです。ボランティア説明会なんですけども、この会議が

終ったら早急に、できるだけ早く募集をかけたいなあと思っているんですけども、できれ

ばそのときに、ボランティア説明会の日程が入れればありがたいなあと思います。せめて

８月中というか今週中というかぐらいには決定していただけるとありがたいのですが。 

 

○福井（Ｍ＆Ｍ） 

 できればこの会が終った後、少しお時間いただきまして、国広委員も含めて日程のほう

決定していきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

○宮本委員長 

 その他、ご意見、よろしいですか。それでは、この実施計画についてはひとまず終りに

します。今日いただいて応えられなかった案件もございますから、それは適宜整理して対

応したいと思います。それでは、「その他」の案件についてお願いします。 

 

５ その他 

（１）大会へのご出席について 

○明場（実行委員会事務局長） 

 お手元に「第４回手話パフォーマンス甲子園への御参加について（依頼）」という依頼

文章を委員の皆様に向けての通知文章を付けてございます。これには、大会がスムーズに

運営できますようご協力くださいということと、交流会にもご参加いただきたい、という

ことが書いてございます。昨年の推進会議で、委員さんの当日における役割という話がご

ざいまして、それぞれの委員さんにそれぞれの役割をしていただいたという経緯もござい

ます。今年度につきましてもそういった向きで、また個別にお話しをさしていただくこと

になろうかとは思いますけれども、大会を万全に開催できるようにという趣旨でございま

すのでご理解をよろしくお願いします。もし本日、回答のほうがいただける委員さんがご

ざいましたら、表のほうにご記入いただいて出していただければと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 

（２）今後の日程について（資料３） 

○明場（実行委員会事務局長） 

 引き続きまして、資料３をご覧ください。今後の日程を記載してございます。今日が８

月２１日で、推進会議の第２回目ということでございました。これを受けまして、細部を
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これから詰めて参りまして、９月３０日の交流会、１０月１日の本大会に向けて進めてい

きたいというふうに考えております。３回目の推進会議につきましては１１月の中旬に開

催結果の報告だとか、その辺りを中心に話をさしていただくことになりますし、年があら

たまりまして２月になりましたら、４回目ということで、更に来年度の話ということにな

ると考えております。こういうかたちで進めていきたいと考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 

（３）その他 

○宮本委員長 

 それでは、事務局のほうでお話ししたいことはこれで全部ですね。それからＭ＆Ｍさん

のほうもいいですか。それでは、全体をとおして、なにかお気づきの点とか、ちょっとい

い忘れたとかいうようなことがあれば、お願いします。山根先生、三王寺先生よろしいで

すか。じゃあ、とくにご意見なければ、これで閉じさせていただきます。当日まで、また

打ち合わせさせていただくことなどがあります。いい大会になるようにしていきたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

 

６ 閉 会 


